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都市の解欣と労働お 階 級 (I)






') /Jillili過程V' j且刈：が‘ ぞれに対すみーつれ角，t容を
m,J:,:: :;.1心で」ハ 7，う しか七それi工、 二（I）ゾj
i:I ,i～ そし く士i:"i I寺山f長官工1ーか内｛：，1,L 口、f二
Nr , ，＿，イ’Ii「を tI）と I_ iこすことにたるでふんりフ
新tjr 1Jh足、y三日時、ドi営企業におけら労働
二百 ·！， 企~作f!jl, ，、＇J君主／Jl山権利；.t, カサ［九，u・＇.＼f！家の
j日明1判決でふけ‘ 企主l竹山；七人公：てんふ三 l,
,_1、円円、／1;(,li果て；（；， ／.ユピ；；1~rヰjさ;jL[ご。 L；かLとのこ
とは， I［＼京／；ゐU1ミJH'. i三I二場長心イ企業管理に1iJ /~J 
li~終点任士 iえ .＇，こと士以として排除するも山ではな

























ι4.ず yifr,1’I rl-1立；，＼，；；を長んじるん！tによる J 、きか
と十九問題， ,'.: r'，仁志l合は政策／1¥J題に J 川、て同家
かん百il千i'＇＂：’乏ける J ごさか， それともある程度のおi
Jλド1:≪!f:J':dーパきカ‘という問題J(/1 1 ）がそ;fI ・e:あ
るむそして， こit.－，（｝）題題に；はする見解（｝）十tl速に

















































































































































































働大公で選出さ llた陳雲，李立三，回！寧 A などの
中華主国松工会の指z尊者J主は， ぃ；三れも古くから
の労働運引の和j尊者であると同時に， 有力な11参



































































労働組合か独立の存在であとふ日）：支：長的 ！J ＇.~1）果 ！， 通，
他のf1JJn,1，こ；；-） てi弘氏経済を建設すらとかう、克；山指導か「》ことを形式的には容認し江均￥らも、
物iこも優先；一るは的にずOJtilする政府の政策から離離れ〈労組IJ・ 'i:lU'J 0）主張をするというようだ余地




l‘、 l’J 一、一，あふ L、；上主：j"°を:iE''Hヒした点にあ〆｝
たことは否定むざす川、どi＆われるc
;J：に労働組f「と行政機r.1tc企業？？服、＇1）”Jι；＇ d,) 
II'• ' 。l二ノAmil i:' J）市1 「！，
それは労働組介「lIりlのこととさjlるlニUヅこるが，
における生産主義の論翌日的な帰結である土ヤペて先述L／：ニ工りにヅj働組ど＿＇）院 l/fl二d ) L、てL、よ；工、
L 、..♂》ー， v
,J__ 」、~－ (Y)〆》つ。｛~；二世済機関わ官僚主義的偏向を比一 i下一寸 ：（， 機能か
品約 1,Al て L 、る以上、労働組合の：／£~＇： Id 出家機関 この生産主義が労働組てれではc!1IJにおし、て，












jしに代わ－ ＇て〔とい｝ても完全に ／？，とされたわけでtt 
tc ＇－切り労働組什川；－\ftlJ の基本原則と－~ ,lた仰が＇）j
Lて私営企業の存続が汗されなく江
りi(悦されなければならないというような規定は
労働組（t法は先iこ引用した労働者の利益保一長戸 、－ /J、、、〈I寺に生産主義＇－：： U・Jっ：fれど同生産性［r'Jjlでふりう
生産主義に関して次の規定を誕のl党定とともに，すたわ七、 そこにiどずでト二NHf-d',l;lf系f.tL、。〆－， 9〕. 
いてL、ゐ a f ＂.）；働ぢ，職員大衆が新 LL、労働態度山｛1，しないし／｝でふる点、「〉司長期的になた均台iこi土、
労働規律をと守り，生産競争およびその:';:Ti'(（ウ：l,十1；十〕 t；’！1f:i）生産性のr,JL：てが労1t:, ,t .1）充M,
生産，n-両他の生産運動を組織することによって，労働組台活動；土生産の発イ約百九／〉耳円利益である？
また組織するjの完成を｛呆託するように教育し，とL、う σ〉がそ肢を詰 1に脅えなければならよ仁い，
「私営企業内では，労資両手lj政策(Zf'; 9 ；｛；（：）.お2項），生産の発）廷にlf[-t主主れであと：， 0 ャう主でもたく，
また生産を妨害す













































































点；こ－ ) 1,、什食百干しごみる必要があんう。 ぞれ土 r,;J
H寺iこ， おそらくより重要I仁三とは，ソ連におレて



























































































































































る。労l効祖台と三、＇）代友会議 ，1）関係に.) ＇，、 Ci., 
ti'l可児明を可五 十る。 そleiこは 7主すi 1'1iHiR-r；；党問L
た労働首代 ）；＿会議（「工人代表会設j)とここにいう
代友会議の問係を叫らかにし江ければ／仁らfぃ、
































































までの ＇） ゴう 9回の会議において討議さわJた事項
および件数は次のようであったという。
諸技術管理人事福利記の剖主主
























































'i; f!J:I 委員会；；＇tll'i'ーの必要が強調される（だだ L ，試~＇
「1'r1.f:,ti）ようになるのは，労働運動の／じ川的fl出品jJI: 
j_Lの過f:£においてである、I：，」そL日司、＇1時IEl官、
公営企常の自営w’I_[l面iにみられた f:i}{, h ift 1i: J 































われわれが数千の企業を段収えで fj不1］で点）・，た，，リての il'[ u＇いあり苫職員代友会0fi<SV勺機能と L 亡τ
生産がとまるとか，企業設備が破壊'., tこj品t,t'られているつ；引っ 1111：労｛ぬfiおよびn1£iそ由紀；さ
されるどかし、、た現象は fごし、たむ、におし、ておこら力をひ；j) 止＇.＆t 力しご生産を発）JI~ •.'5 ぜ ζ1 三と，せ
もとの企業機構を破壊しなか ＇I？とh:,h /J、、？乙012）労働者職f;_；）；企業の主人公であると L、う原則三
カド〉たために，つぎのような問題ものこされた。労働者｝肢はの労働にたiする店出Hi~~~ i，二反映させ，
て’i守僚資本主義が労働者を圧迫してし、た管理制規律に J 八、ごの 1・覚、生産に <i・jる－，＇.｛＇.壬！さを性，
機構の腐敗と制度の混r'I，職口と労働千？の対立，i'百めること， (:31批判ど自己批下ljを？円発にして古代て
主主を克服するごと，［4）労働者職［トハ生産管理能 占しなどの現象は全面的には改められておらず，そ































が決定三れたとされ CL心 (1146）点点、 il.Uに価いす
る。これらの制度は，東北などでは早くから行な
われてU、たのであるが，この制度を持続させるか，
ソ連式，.＇） ー長制j 〔ilH虫責任制）主 i：ふべきかか


























































































































































































































































































































































［東北人民政府T奇;(1Ymの生産責任il,I]に関する決定 i tn、主主に， it ＇きょく挫折したとし、わざるをえ
(1何（）午2/] 2''HI) 1トヒり A 般的なJt;・とこれを規定 I . L、であんう J その結果，労働者の企業？？舟！への参
したり要寸るに，生産管理面における「無人n.立 i :J1i:.t，第 i次 5カ年計拘i－！坊には， それ以前の時期
現象を改めるために， i幹部p 労働者お上びJf哉rL L二i仁L・c "':f本的iこL、一てペ〉はり後退した（先述した
技術{Jの i人 l人に J 凡、ご， それそれノ1-:.i>'戦総i Lろに’，5・働汽の｛1、業1＼：珂へのをま1Jilはそれらの機構を通じ




みザ一 てu，！ιir f仁j）れらjけぞはなし、が）と Jメなけれflj仁三予
≪I#.；こし、てれそJt.U〕ケー王， T{1、 1：是正日了三 iこh :tい＇ ~-1 
if:百ーを明確Jiこしようとするものであ pた（，，州；。 j;~ i乏に， こ；jL ') (1 ！制伎の腔タi(1）店、味を， 'Bf＇；］ に
し泊、 L, ~ ~l: 1){ Fi {I: ;1,J i l土汚初；上必j L i(, 1 ·•ム ゾ連山均｛；－ と対比することによって，次に広誌の
;fI] ! ( ljij虫E弘i壬；Ji
:J ；／） けそれが「i干理（／）fモ主｛じ」と品J立十ζ、という 、／；主－に%.iL、てi.t＇ヲ；，i必組合（サンジカリスト♂＞）；与撃; ；
Fすえfjを強＜ li定 L〆Cいる（＂ 7り〕 Ci主tこL、えlE’，〉；！弱j （士悦Bくρ是；7ぐL、j二）ぴ1I ~+,:I家機~HヒJ による発1i'力j)\
打（／）企業'i¥'1型・ ・Ol7,;IJIが「無人魚AJび）IJ;U t,1-c "' ，： とl工 1: i二土七 iI・、て、 労働組f干の：生産主義品、強化され
，、，・，： ・，、なLぺと二ろがICJ5'.1年，第 i次 λ方今三討1li ら （；，，与にまた生時二lJ定が［匝家機関｛ヒjを1：主化した）
山IHJvf;どと iにう よごれ点、！生産以J~記？；＇ Jlllff;:JJ tハ）J;( ど ,l~ f，に， 労働青の企業管理への参加が大脳に後
l¥1J：こ l,V，く「 . JJ;1J I として定表ナノ：：） i ~ .~え ！.／＇に ;1n fごコ q,凶では，立・ Jf'x:・労組しり結｛.－や労働組
企＂：＇f1守地惟i主主主に九＇ U°f二部r1Jul氏f:/¥・ （出張1YJに {tUiノト一昨主義｛士事Ii中iは成、，＇［ j'fijにみられるが，
:t 1)ljl<) l人じf) Jcにイ在中せしめムJlふごとに fi.'' }), / ili ~はj立〆 ， t二労働者の 1tU1;参加をより長悦
fこ， Iii, 三1I. !J '1.；：理委ii会などのi船長を形骸（ヒ主
せ，あるレ（上 1'然：円減., .1-Ii’，］かわせた1¥j衣山原［1:I
とみ l：上 L、であん十＇ 72：＇ます＂ ']Tfli!云てはたl.t' t:・ 
どλ；1;,;-I二／三：；てあ－，よことしても， カa江りた1¥[,¥/; 
企業管埋；こ J 山、ての iYs:，主権が与えじiL亡し、たれ














出 i:；定i't-.JfmL涼）jf(，、 L思土！店長1,Jか， 大規模な経済
建，；古び）lH始企迎えてし、す〉そう顕答な tのとなり，
その上うた趨勢fで行なわれた企業管理権の集中



















































































)3 L、てえを｛，先鋭トニ Jlわれてし、 ζ、上「｝にみえる。そ
こでは、 ［：山道じ 1，・，，内出管工f'i iこ社しとどう J
,j LI tゥ；1動／＇.＇, ）瓦J'.rと；£！， 力企求めふことんe できらび｝
とL、人；fli点 ltil 0') }j 
が， qi共i土公党企業における経験の帯積を欠レて
い／こために， t火山ような方法をと九三るをえなか
' /~: !: ＇、う。すなわ九， Ht平ljとれ己批判を品在んに
し、 大衆路純を歩むことを通じて「無人負責j弘
＇~：~ 解iたすらために、生産中の f無人 fl責！現象
,1J ,i,',•.fぽ；二労l!lvJfi:k衆をがj1ctする方法であゐ。 ょ：ーし
'iJ/Mrfi一工r:,n 1:,界i;:2;: ・＇止さわら山＇ ：必然であマ，／、こ 亡、 ！これ二そ tさにj>iJ 冶党内包·~tlh t主f,'j；と制今
.t －）にヱ／人えどJ，／）てある； 小＼に‘ hi＂：、P噂、iti J：え ,¥ ［，’i志／；
「fr.！又 ！主f,:J)l’ 〆こ〕 Lt: ）（モ？ミj百if【i;c’11'1:k綜 uご c') Lfl一が ）（衆に｛t＜拠しな；fAL（工な l、Pf仁L、というこ
才ゴ 1ぜ、て一」一fl！角，｛ ＇：とム J こさ点、 1,しれなL～ とてあるc 大 wとh~'l総はわか党山政；fl路線であり，
とご 7，て‘ 't，こJ＞た＜ L; t ‘ 111 たで｛1三~＂＇ ti'J堅；＼， lj 立ω組織路線であるが， 大衆i路線；：E士た企業：r;；理
！主 L-I＿亡 l-lぷi,lj をi.:f-,-y, /', ＇~－ご L!lFi'\'r堅た
; l ~，／こど，／； il]j I＇［を i長引 LたJlj!出土して、 ィ！＇：；fi'U(Jt仁
k吹町線ぴ）仁（1}jj¥i二之、il<'.,i:/M；川，：，，：勺，／こと L
/・, にf' ／；、乃寸）心！、 計済建設iうけトUL；区仁乗るj占hi)
て：JI 「／ Vii山lJ:rt'-11:YiLたのは守 主戸1';f＼ゐ Ln1'r'J
ILi、＼~1.1ばii 川心主内己1't'.J, -_ /'- , ／二！二1/)－：々、 t－ーの このこ
' i : , (1て 出lj主をめノ i 、 , J し！） 対、＇1~ J－ζ〕
行；： ）j/)'(¥', ＇／ここと全 i三I支しごL、ふ仁つ［.： I占,jJれ
ど）｝そして， .; J：心く＇：・；／ I:.t I・ I主L／二j・.:J :_d,( 1'・ /.,: 
, 1_ +1>~;: r. frに J ,,,  C j公くたとこん／トケも、＇ iY.＇.~ f 
也、さ l,l心ことであろ j -J主り、 i一心込 i,cl；じSci（と
卜かん山大＼y,U,E点IJf; 1，、ずれをより ι悦1→るかによ
って；E比ぴjXtユ＇rン；・＇F.じるのは， むL7）、＇＼'.I/; (f）こと
じあるとし！ってよし、.＿［ ; 0 
たとえば点目制の拭i散が IUj.ばれるに勺トこな.，た
初期には，点任：1,!J実施し＇）jJitとして，、IJ主式の方
法と中J主のそれと均二 it ＇） きり Ml：じされごいた心す




＇.｛互について川議 '5せることに上 J Y ごJ,r;土ni古H[t全はかり‘
l≫JI主に下級の：G：、はをl吸い kげる主主行 C；あろうγであ y fこ
92 






j,bUJYJ、ど 1{1J.;UJ二れとい.} IこえJ之が， 当時党;f'j 
J二（）政）(ijl']iこ仏ム込tれ論争を生んどであろうと
いうこと；tiづi二ljえんLふり／こど， 、＇1Y.<(U）こと
んーみ‘「，， 勺I寺t上二山て， ）のこたえ方あるし、tt )j仏び）






〔；, l) E. H. Carr, The JJolshevi!, Re1•olutio11 
!cl 17 /1)23, Vol. 2 (London: .'vhcmillan, 1% 1), p. 219 
(1 c/;j },l Ii,; J'. U ,)' 1cノヱウイトメi'.;, ; 1917-1923』，与l2 
:, ,'; J J',if!J_:, 1965司， 166、 c ）οl！，ト＂ン γ，4
f w: j ＜与 il；うJ';t ／：， 七LごE.IL Carr ,.:fi , ，：い
''.. J 1,J I・ ,Ii.; J:, l , 'J’he Intどnゐtグgnum192:J 192,J L 
l、r}'Sociaf1s111 in one Count1y 1.'C4一 I926,VoL I 
}; ！円。 fU! {,i¥ I （ッ Tャ一［＇上 6 :-＂ツ 1 山七、 μ」3
,';i f'I ( ijlj 1U .J'., ¥Ji 1;>il主l, 1%!1i ), R・〆 エノレス，
1969120095.TIF
i司際社会主持運動研究会訳『ロシア共産党党内闘小
史』（現代以潟社， 1Cl67f［〕なよ ξ参：K':Iたが，はな icl
だT、｜分tf1J:日議に民づく 1、のヶもる戸けに；~りなきゃ
をお竹とれる。明：門家の斗教示をえたい。
( i.2) E. H. Carr, p. 323 （宇高／＇.， 241とーン〕！





万1!,ii.h，ノo・:t；』 1-r: 務； Jい J(192:;・, 1月:20:1付ド
-;., 1共産党巾央委民会の決定〉。
( , 6) i；；子 hk「在中 IYi 浴工会·； fl~：、た会 l·.:1ヲ殺，＇， I 
（『仁会幹；;r，宇凧午ぜJ丈件J，労働出版社， 195011）。
〔tj 7) 冷汗＇＇ 『，1,・r:1解約；；，＼争＇｝ （行＇，；，）汗 r,t;,!i:{
，和I28f;c〕， 285ページ参伊丹｝
Cd, s〕 f 1 f事「；仁会J；.行政工f下的r:i-t, 1:1題 J（『幸i(:'< 
J1 ,q』， 1949年1ヨr1）。ずだして，＇ j逆わ明，すハわ t，工
会工作／＇，・か企業管 JI］＇対／ 1,Jい対抗心、設予む つ場什もあ J
た うれ r l、る （i：正えlJ r人j( l ｛量J, 1949可 8}1 2 
IJ参照、〕が，これは労働組合のいわゆ心「経済主義」
(Wr ：，＼：.後rUh.；雪JワI先，・1r i益刀j. ，を事、＂il.す為たI.':Iり
があったといわれるが，そうした誤りのことをいう〉
に rutL 戸、 労f,.Ji ＇合しノイ I"：務♂j【｝！心式’l産L j,かてけ
ればなムず，そのためによりいっそう企業管盟当川と
のi1?}Jを州 Aヒし＼；十れliぺらアパ、と「ら場合！ :1,、ォ〆） I
たことである。それは仁会工作者と企業管理当局との
結；＇，ポなノ r~ トノナ庁あて二すヨ 4 のごムっー＼党・μ：・
労組結合の一般的傾向者戸谷定する趣旨ではあるまし、。
(::,9) HilJ',L'-.: r,1，ぺ労f,f!;,)J C I本労防法学兄
編『労働法講座』，有斐閣，昭和 34:fp, 2372ベージ以
下〕は， 4上ぷ主義プif動1):.＇） 基調が r'l ~i：主義j にむか
れ・：.、ると lる。




(il:12) 「閃 ／1守 ＜工会七作所｜旬生熊〉的決議J（『新




































C i 27) 『工運1:・題－ r'J個』， 46ベーン。
(i128〕 『工人運動問題；第 2集』（工人出版社， 1950
4ド）， 22, 23ベ－－；.， o
(; L29）『工人出動1:irw；第 2！長』。
(il:30) 学1毒，朴、庚合編『学会管理企業中的幾個問
題ιl～9ζー〆 0 中小全国主主 I.会 flれ脱出版1、編『全
l叫がJ織工会代表会議決議』， 70ページ以下。













(!)36) 周而彼「｝lτ己上：外的時候」 （『燐衆』， f存11
主 MO・11合 ilJ）。
（注37) 新吹社H.~11,il＇＇！＇：職 i 軍Ji'jilリ正晴絡事長，；文士；
〈左〉傾関険主義一一一記念〈二七＞ 25悶年」（1948年 2
J 7 I〕1 『rJ,1,1職 II主政文献』（I入山由ztL 1919•HI 
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j: ＇プる 、く〆，引の；日要i品切に ；、てj (1941'>!'. I J18 
11 ），『毛沢東~1.lミ』、第 4 tr。
（佳38) 「！＇；.， ~t解放医上尚一業会ぷ！（『i序 11(』，白－； 2 5! 
叫；：i1Jt1！）。
（注39) 「苧，'I.三報告関於工運行1if任務的総紡」 Oil
〕＇：%,/ Ir ij（六V:，；，国政働大0JI, L人文化引， 1948ff 10 
JI ）。
（注40) 前掲「企業符埋民主化！止，，k，住＇／：.d長 •Ji: ’＇~；＇的（正
面lJ。
「主41) 「小」t•W 放l竺！商業会議j が J /)  ・－.のm.
点を示す（折H稿「中国共産党の農村から都市への工作
小唄点f'./,fj-1：・ノい 1，「γ ジ；＇tf済ふ 1968¥i'5 /J〕が，
ふもそ（，二二中全会、で十五けう工業建設，R点（／｝見解 ν• ， i,Ui·
にそうした傾向をみることができるであろう。
ctun 羽I!l'r「布市dノ解放ん；予告書 λ階級（ l) J （『／
ジア経済』， 1969守3月）， 53ページ会！照。
（注43) 欝暮橋モの他 r中間l司民経済の社会主義的
百；：＇.』 (jt京外文出版社， 196(1'1), 21べ一三。
(il:44) 前倒『学会管理企業中的幾何WJWJJ,11ベ』
ν。ただ I.，かれは先にl[解1成区にt，し、て？？瑚のJ(J,
fl> l 運刊をむ，f!• L ，新解 If，区ご｛立条 fl に！，~；、じて Hi i畳一j
べきである，止し たと￥， し、われる（litl「＂実 L，：『τi管理
/J・.f官営企業J）。今I誌の文化大.y..命の過w三， J1IJ,・脊ω
1：市コ f干の m導レ対 ！ ＇＿種々 の批 1りがu:1えられてレ
る。したがって，｜｜］企業機構の改造に対する指導につ
いても，今絞iヰ検討をかえる必要かあろん







（｛川8) 吉trt!Ji IT'学会管Jl!'f企業r/1{t:J幾似閉山J),1 
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(/lA9) 『人比 1報』， 1949年8月2El 0 
(d50) Ir人Lt'.l 1地、 1949年 6月18110
〈注目〉 『人民日報』‘ 1949年8月2日。
( /1-52) 『人民日報』， 1949年4月21日。
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〈注54〕 『人民日報.！， 1950年 2月4円。
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1, 
（，十57) 古lj氾「中！？全：r:1総工会一年来的［（＇午幸里子 J。
( it58) 醇暮橋その他， 24ベージ。
( (159) 百事作僑その他， 25, 26ベー＞o t；： おナ院正
己『現代中国の労働制度』（評論社，昭和38-f:f), 50べ
. ／参照。
(;160) f人J(1 rKJI, 1950年 3月5IJ。『新中14の
万働法』，参照。
(d 61) 「’t行工路管.flt＇民主化要（故む f那幾件事了 J,













( d:68) 小嶋正己， 50へ－－ /o 









f 『吉町 l 可報J(195, 第 l',Jお一「｝第6，；）奴心。
（注72〕 労働者職員代表会議については，ことに「会




( /l 73) 李守山手。
Cil:71) こII ~＞の： If度に J ハ、て，J j芯正じだ（iJ;H!iぎ）
は次のようにいわれる。 「企業管聞に tH、て労働者間
41）の惇ノIi '!:lifn .・, L, の社会ーヒ義11'1rH係ペ’）j程訪れ附絞
d〕，＇（： (,T（内｝］ f(でささえ乙という観点かんすれば，みぎ
ノ工場i理委 l:t会制1をl土， ＞） Pば〉けヌめ 少数.＇） / .-, 
ばれた先進！Y1労働者にその任務をd（；している。この行，
,; I動計結n代j、会議ーυその氾織γll生絡；，ら材Fl'.iナf臣、
itするが 1 より lltt的に労働者大衆にU<WIしてい -1'.,o
Lたが J て，カ 1<[,iJ符大 J収の全品｝；的れ悦級,j'j_,;J，が高；：，； L, 
l人 1人lつ労l刊百がんi~主 ＇io；企業rt'PTI c'J訓練を集約 L
こくろと，、1/然， ［‘場管理委n会か↓司付ム業のif!,/t:'1 
初来た！ ていf：役割ν、 しだi、に呪i列者!f¥1. l ti: iづき議
へ移行してくるであろう」（52,53ページ〕。しかし，こ
、らの｛＇＜荷量の n絡に J ，，，、て c'；，吃切JI'! i十：わ lハに！日iL'Cjで
あろうが，少なぐとも「工場管珂一一委 ti会が悶営企業の
fil設当初来た： ( lリ没持ul工， L1.、L、にρJi働者w正('i代
表会議へ移行してくるj という事実はおそらくなかっ




式的にいそのんフり ζ あるが，実際：こは＼i'JI'.委 ti.会は




は：•l と／ど機能してい工か＇ tこの i はな勺人うカ。し
たが J て， ι場？？理委員会および労働.f;・職員代表会議




〉たく：1，闘独自の制度というのでl.l Iく，おそ fJ くソ
速におド乙「合議f告I]」（「労働者統制l」後に出現した〕











i-f, ：＇！つな政策ないしヱ f下の展開j位程C，それが持什J て
限界をぜ露呈するとき，大衆路線的志向が強くみられる
いうことでわる。てしてわ iこの上う／九結論が iZ.:'i 
であるとするならば，わたくしの一連のこの時Jtlの研
；，・：こ新允注視点を付け加えら iみ要ぺ広味 ir いら／）か
もLれなし、。今後の課題としたL、。
〔/178) 『＇lili'責任：f;i！』， 1°'1, 105ぺーン。
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